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○
市
民
が
自
由
に
取
り
組
む
活
動
を
応
援
し
、

　
健
全
で
質
の
高
い
行
政
経
営
、
伊
佐
の
魅

　
力
や
取
組
み
に
関
す
る
情
報
発
信
を
行
い

　
ま
す
。

❖
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

　

議
会
の
多
様
な
取
組
み

　

の
た
め
の
環
境
整
備
や
、

　

自
ら
考
え
実
行
す
る
市

　

民
活
動
推
進
の
た
め
に

　

人
材
の
発
掘
・
誘
致
を

　

行
い
ま
す
。 

❖
行
政
経
営
に
つ
い
て
は
、「
行
政
改
革
大

　

綱
（
後
期
）」
及
び
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン

　
（
後
期
）」
に
基
づ
き
、
効
率
的
で
効
果
的

　

な
行
政
事
務
の
遂
行
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

　

平
成
28
年
施
行
の
「
社
会
保
障
・
税
番
号

　

制
度
」
の
確
実
な
準
備
を
進
め
ま
す
。

❖
市
の
取
組
み
や
優
位
性
・
魅
力
に
関
す
る

　

情
報
を
広
く
発
信
し
市
民
と
共
有
す
る
た

　

め
に
、
多
様
な
ツ
ー
ル
・
媒
体
を
用
い
た

　

情
報
発
信
や
ふ
る
さ
と
会
等
と
の
連
携
を

　

行
い
ま
す
。

 

○
将
来
に
向
け
た
伊
佐
の
産
業
の
あ
り
方
を

　
見
直
し
な
が
ら
、「
伊
佐
市
ま
ち
・
ひ
と
・

　
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
に
お
い

　
て
「
し
ご
と
を
つ
く
る
」
視
点
で
多
角
的

　
な
検
討
を
行
い
、
現
実
可
能
な
施
策
の
展

　
開
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

❖
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
と
担
い

　

手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
国
の
施
策
等

　

に
関
す
る
迅
速
で
正
確
な
情
報
提
供
と
魅

　

力
あ
る
農
業
づ
く
り
の
検
討
や
新
規
就
農

　

者
の
育
成
・
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

❖
畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
肉
用
牛
の
地
域

　

ブ
ラ
ン
ド
推
進
及
び
子
牛
生
産
拡
大
推
進

　

に
取
り
組
み
、
農
家
の
生
産
意
欲
を
向
上

　

さ
せ
て
出
荷
頭
数
保
持
に
努
め
ま
す
。

❖
園
芸
振
興
に
つ
い
て
は
、
重
点
野
菜
の
作

　

付
面
積
拡
大
と
新
規
栽
培
農
家
の
掘
り
起

　

こ
し
の
た
め
に
、
水
田
で
の
畑
作
物
を
推

　

進
す
る
と
と
も
に
、
栽
培
開
始
時
の
資
材

　

や
苗
の
購
入
費
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

❖
国
の
多
面
的
機
能
支
払
及
び
中
山
間
事
業

　

と
い
っ
た
事
業
を
最
大
限
利
用
し
、
集
落

　

営
農
・
専
業
就
農
者
の
認
定
な
ど
農
家
が

　
「
や
る
気
の
で
る
農
業
」
と
し
て
取
り
組

　

め
る
よ
う
に
進
め
ま
す
。

❖
林
業
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
間
伐
の
実

　

施
や
育
林
整
備
に
よ
る
生
産
性
・
収
益
性

　

の
高
い
森
林
づ
く
り
や
、
竹
林
も
含
め
た

　

健
全
な
森
林
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
森

　

林
施
業
の
集
約
化
、
路
網
の
整
備
、
高
性

　

能
林
業
機
械
の
導
入
な
ど
、
一
体
的
な
林

　

業
生
産
性
の
向
上
を
図
り
、
雇
用
の
拡
大

　

に
努
め
ま
す
。　

❖
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
事
業

　

や
市
単
独
事
業
に
よ
り
侵
入
防
止
柵
設
置

　

等
を
進
め
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
等
を
行
う
と

　

と
も
に
、
狩
猟
期
に
お
い
て
も
市
単
独
事

　

業
を
実
施
し
、
シ
カ
捕
獲
推
進
に
取
り
組

　

み
ま
す
。

❖
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
産

　

業
や
「
雇
用
」
を
生
み
出
す
創
業
支
援
を

　

は
じ
め
、
企
業
の
健
全
運
営
と
地
元
商
店

　

街
の
自
主
的
活
動
・
活
性
化
策
の
支
援
に

　

取
り
組
み
ま
す
。

❖
観
光
に
つ
い
て
は
、
伊
佐
な
ら
で
は
の
魅

　

力
や
お
も
て
な
し
に
よ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

　

推
進
と
も
に
、
曽
木
の
滝
の
魅
力
ア
ッ
プ
、

　

特
産
・
ブ
ラ
ン
ド
品
の
販
売
を
進
め
ま
す
。

「
市
民
誰
も
が
活
躍
で
き
る
自
治
づ
く
り
」

政策

Ⅰ

「
伊
佐
の
特
性
を
活
か
す
地
域
産
業
づ
く
り
」

政策

Ⅱ

施
政
方
針

　平成 27 年度は、地方創生や地域経

済の活性化策、制度改正など、目まぐ

るしく変化する時代の流れにも対応し

ながら、10 年後、20 年後のまちの将

来に向け「交流人口の増加」を図ると

ともに、引き続き「行政サービスの『質』

の向上と健全な財政運営」を基本とし

て行政運営にあたります。

　特に、「経済」・「コミュニティ」・「若

者」の活動を活性化させ、豊かで安心

と活力に満ちたまちとなるよう「人づ

くり」や「支えあいの仕組みづくり」、

「しごとづくり」を行い、「住みたい、

住み続けたい」と感じる伊佐市を市民

の皆さまをはじめ多様な地域団体との

協働によりめざします。

※紙面の都合により抜粋したものを掲載します。
　施政方針の全文は、市ホームページをご覧く
　ださい。

第１回伊佐市議会で隈元市長が施政方針を発表
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○
「
市
民
の
安
全
安
心
の
確
保
」
の
た
め
の

　
事
業
を
優
先
し
て
行
い
な
が
ら
、
市
民
や

　
多
様
な
地
域
団
体
等
と
と
も
に
美
し
く
快

　
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

❖
環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、
合
併
処
理
浄
化

　

槽
の
設
置
を
推
進
し
て
水
環
境
改
善
に
努

　

め
る
ほ
か
、
ご
み
の
不
法
投
棄
を
さ
せ
な

　

い
環
境
づ
く
り
と
、
ご
み
の
分
別
・
リ
サ

　

イ
ク
ル
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

❖
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
確
実

　

に
進
め
ま
す
。

❖
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、「
災
害
に
強
く
、

　

安
全
安
心
な
生
活
に
繋
が
り
、
交
通
形
態

　

の
変
化
に
対
応
し
た
道
づ
く
り
と
、
環
境

　

整
備
を
含
め
た
側
溝
整
備
事
業
」
を
基
本

　

に
進
め
る
ほ
か
、
大
雨
で
浸
水
被
害
の
恐

　

れ
の
あ
る
地
域
の
道
路
整
備
に
取
り
組
み

　

ま
す
。

❖
市
道
に
架
か
る
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
予
防

　

保
全
対
応
型
へ
転
換
し
、
橋
梁
長
寿
命
化

　

計
画
に
基
づ
き
年
次
的
に
整
備
し
ま
す
。

❖
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
小
水
流
団
地
の

　

建
て
替
え
工
事
に
着
手
し
、
解
体
工
事
や

　

敷
地
整
備
工
事
、
建
築
実
施
設
計
を
行
い

　

ま
す
。

❖
公
共
交
通
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
広
域
バ

　

ス
路
線
の
運
営
補
助
と
と
も
に
、
の
り
あ

　

い
タ
ク
シ
ー
と
市
内
バ
ス
の
円
滑
な
事
業

　

推
進
を
図
り
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に

　

努
め
ま
す
。

❖
消
防
防
災
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
と
の
連

　

携
に
よ
る
危
機
管
理
を
確
実
に
行
う
と
と

　

も
に
、
消
防
団
等
の
活
動
に
係
る
環
境
整

　

備
や
女
性
消
防
団
員
を
は
じ
め
と
す
る
団

　

員
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

❖
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
主

　

要
交
通
ポ
イ
ン
ト
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

　

を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

❖
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
良
質
な
水
の

　

安
定
供
給
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、

　

健
全
な
水
道
事
業
の
経
営
と
水
道
施
設
・

　

設
備
の
適
切
な
維
持
管
理
と
、
安
全
で
安

　

定
的
な
水
の
供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、

　

健
全
な
事
業
経
営
を
長
期
的
視
点
で
検
討

　

し
ま
す
。

「
自
然
と
調
和
し
た
快
適
な
生
活
空
間
づ
く
り
」

政策

Ⅲ

「
と
も
に
支
え
あ
う
明
る
く
元
気
な
人
づ
く
り
」

○
保
健
・
医
療
・
介
護
・
福

　
祉
の
充
実
と
連
携
に
よ
り
、

　
地
域
支
え
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ

　
ー
ク
の
構
築
と
住
み
慣
れ

　
た
場
所
で
い
き
い
き
と
暮

　
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、
適

　
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も

　
に
、「
毎
日
の
安
心
」
を
守
る
た
め
に
、
地

　
域
医
療
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

❖
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら

　

18
歳
ま
で
を
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
た
め

　

に
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ト
ー
タ
ル
サ
ポ

　

ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
安
心
の
子
育

　

て
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
子

　

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
の
ス
ム
ー

　

ズ
な
実
施
、
18
歳
未
満
の
第
３
子
以
降
の

　

保
育
料
の
無
料
化
を
行
い
ま
す
。

❖
子
ど
も
の
健
康
を
守
る
た
め
、
乳
幼
児
健

　

康
診
査
等
や
未
熟
児
の
訪
問
指
導
、
乳
児

　

全
戸
訪
問
事
業
等
の
実
施
、
感
染
症
の
予

　

防
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
、
平
成
27
年

　

度
か
ら
、
嘔
吐
下
痢
症
の
予
防
の
た
め
県

　

内
の
市
で
は
初
め
て
と
な
る
「
ロ
タ
ウ
イ

　

ル
ス
」
接
種
の
全
額
助
成
を
行
い
ま
す
。

❖
不
妊
治
療
費
助
成
や
妊
婦
健
康
診
査
の
公

　

費
負
担
に
よ
り
、
少
子
化
及
び
妊
婦
対
策

　

に
取
り
組
み
ま
す
。

❖
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
重
点
策
と
し

　
　

て
「
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・

　
　

生
活
支
援
」を
一
体
的
に
提
供
す
る「
地

　
　

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
に
取

　
　

り
組
み
ま
す
。

　

❖
第
６
期
に
お
け
る
介
護
保
険
料
は
引
き

　
　

上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
水

　

準
は
県
下
で
も
低
い
状
況
で
す
。
引
き
続

　

き
介
護
予
防
事
業
等
、
保
険
料
の
上
昇
を

　

抑
え
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

❖
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
推
進
す
る
た
め
に
、

　

老
人
ク
ラ
ブ
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

へ
の
支
援
や
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
助

　

成
事
業
を
行
い
ま
す
。

❖
大
人
の
疾
病
予
防
・
健
康
づ
く
り
に
つ
い

　

て
は
、「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
と

　

い
う
意
識
の
も
と
、
市
民
一
人
一
人
が
主

　

体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
健
康

　

保
持
増
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
脳
卒
中
・
生

　

活
習
慣
病
予
防
事
業
、
が
ん
検
診
の
実
施

　

等
と
疾
病
予
防
の
普
及
啓
発
を
図
り
ま
す
。

❖
県
立
北
薩
病
院
や
市
医
師
会
、
消
防
組
合

　

等
と
の
連
携
に
よ
り
感
染
症
の
予
防
対
策

　

や
地
域
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

❖
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
制
度

　

改
正
に
向
け
た
対
応
と
、
財
政
支
援
に
よ

　

る
保
険
税
の
高
騰
抑
制
、
予
防
事
業
の
実

　

施
に
よ
る
保
険
給
付
の
抑
制
に
取
り
組
み

　

ま
す
。

政策

Ⅳ
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❖
障
害
福
祉
に
つ
い
て

　

は
、
障
が
い
者
の

　

自
立
と
社
会
参
加

　

の
支
援
等
を
推
進
し
ま
す
。

❖
生
活
困
窮
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
自
立
相

　

談
支
援
事
業
や
住
居
確
保
給
付
金
支
給
事

　

業
等
を
行
い
、
早
期
の
生
活
自
立
に
繋
が

　

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

○
地
域
の
資
源
や
人
材
を
活
用
し
て
、
地
域

　
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
「
伊
佐
の
ふ
る

　
さ
と
教
育
」
を
推
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

　
を
生
き
抜
く
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

❖
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
次
代
を
担
う
児

　

童
・
生
徒
が
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
、

　

心
豊
か
で
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
山

　

坂
達
者
な
調
和
の
と
れ
た
青
少
年
に
育
つ

　

よ
う
教
育
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

❖
今
年
４
月
に
開
校
す
る
大
口
中
央
中
学
校

　

の
円
滑
な
学
校
運
営
や
安
全
安
心
な
体
制

　

づ
く
り
と
生
徒
の
心
の
ケ
ア
に
努
め
ま
す
。

❖
土
曜
授
業
の
実
施
、
英
語
教
育
の
推
進
、

　

小
中
一
貫
教
育
、
教
職
員
の
研
修
、
Ｉ
Ｃ

　

Ｔ
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

❖
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
伊
佐

　

米
を
は
じ
め
と
す
る
食
材
利
用
に
よ
る
地

　

産
地
消
と
食
育
を
推
進
し
な
が
ら
、
徹
底

　

し
た
衛
生
管
理
の
も
と
、
安
全
で
栄
養
バ

　

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
お
い
し
い
給
食
を
提
供

　

し
ま
す
。

❖
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
が

　

ま
と
め
た
「
学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
に

　

つ
い
て
～
学
校

　

施
設
に
お
け
る

　

長
寿
命
化
の
推

　

進
～
」
に
基
づ

　

き
、
コ
ス
ト
を

　

抑
え
な
が
ら
建

　

て
替
え
同
等
の

　

教
育
環
境
の
確

　

保
に
努
め
ま
す
。

❖
社
会
教
育
・
体

　

育
施
設
に
つ
い

　

て
も
、
学
校
施

　

設
同
様
に
必
要
な
施
設
を
選
択
し
、
長
寿

　

命
化
に
努
め
ま
す
。

❖
高
校
振
興
に
つ
い
て
は
、
市
独
自
の
事
業

　

に
よ
り
市
内
３
校
の
さ
ら
な
る
魅
力
化
を

　

行
い
、「
市
外
の
生
徒
も
通
い
た
く
な
る

　

学
校
」
づ
く
り
と
、
高
校
生
が
地
域
と
と

　

も
に
活
動
し
育
つ
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま

　

す
。

❖
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
の
推

　

進
に
併
せ
、
明
る
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　

の
た
め
に
、
市
を
挙
げ
て
の
「
あ
い
さ
つ

　

運
動
」
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と

　

家
庭
が
一
体
と
な
っ
た
家
庭
教
育
の
充
実

　

を
図
り
、
未
来
を
担
う
健
全
な
青
少
年
育

　

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

❖
市
民
が
郷
土
の
文
化
財
を
学
び
親
し
む
環

境
づ
く
り
、
文
化
財
の
保
存
活
用
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
身
近
な

学
び
の
場
と
し
て
の
図
書
館
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
海
音
寺
潮
五
郎
記
念
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

❖
文
化
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

　

今
年
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭

　

 

「
い
さ
演
劇
祭
」
の
成
功
に
向
け
て
一
層

　

の
取
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
主
的

　

な
文
化
活
動
の
支
援
と
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏

　

ま
え
た
身
近
で
良
質
な
文
化
芸
術
に
触
れ

　

る
機
会
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

❖
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
の

　

元
気
を
け
ん
引
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成

　

を
競
技
団
体
や
学
校
等
と
連
携
し
て
行
う

　

ほ
か
、
健
康
・
生
き
が
い
・
仲
間
づ
く
り

　

の
原
動
力
と
な
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

を
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
推
進
し
ま
す
。

❖
平
成
32
年
開
催
の
鹿
児
島
国
体
カ
ヌ
ー
ス

　

プ
リ
ン
ト
競
技
の

　

実
施
に
向
け
た
体

　

制
づ
く
り
や
、
競

　

技
会
場
の
環
境
整

　

備
・
選
手
の
育
成

　

に
取
り
組
み
ま
す
。

政策

Ⅴ
「
地
域
と
学
び
未
来
に
生
か
す
人
づ
く
り
」

結
び
に

　

平
成
27
年
度
の
予
算
の
最
大
の
特
徴
は
、

今
ま
で
積
み
立
て
て
き
た
財
政
調
整
基
金
を

９
億
円
も
取
り
崩
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
す
。
昨
年
か
ら
の
取
崩
し
額
と
合
わ
せ

る
と
14
億
円
と
な
り
、
残
る
基
金
額
は
48
億

円
と
な
り
ま
す
。

　

菱
刈
小
学
校
校
舎
の
建
替
え
や
汚
泥
再
生

処
理
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
た
め
に
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
は
い

え
、
今
後
も
大
き
な
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
財
政
規
律
を
も
う
一
度
見
直
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
多
額
の
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
し
始
め
る
と
、
瞬
く
間
に
枯
渇
す

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
事
業
の
見
直
し
や

固
定
費
の
削
減
を
行
い
つ
つ
、
安
定
し
た
財

政
基
盤
を
確
保
し
た
継
続
で
き
る
行
政
で
な

け
れ
ば
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
大
き
な
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

全
国
の
自
治
体
は
、
増
田
寛
也
氏
編
著

の｢

地
方
消
滅｣

を
驚
き
の
現
実
と
し
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
８
９
６
の
市
町
村
が
消
え
る
」
と
明
記
さ

れ
た
中
に
伊
佐
市
も
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

な
ら
な
い
た
め
に
私
た
ち
は
知
恵
を
絞
り
、

『
魅
力
的
な
ま
ち
』
と
な
る
た
め
の
施
策
を

打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

政
府
は
、「
地
方
創
生
」
を
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と
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山
やまなみ

脈はるか　　　北の大地に
桜吹雪の　　　　北の大地に
ぼくらの熱き　　志あり
風が吹く　　　　ぼくらの風が
ぼくらの明

あ す

日へ　風が吹く
ああ新しき　　　十五の旅路
ああ青春の　　　ぼくらの母校

緑も深き　　　　伊佐の大地に
星
ほ し む

群れ流る　　　伊佐の大地に
わたしの青き　　夢の空あり
風が吹く　　　　わたしの風が
日本の友へ　　　風が吹く
ああ新しき　　　十五の旅路
ああ青春の　　　わたしの母校

秋の風立つ　　　伊佐の大地に
紅葉の熱き　　　伊佐の大地に
ともに喜び　　　ともに悲しむ
風が吹く　　　　われらの風が
世界の友へ　　　風が吹く
ああ新しき　　　十五の旅路
ああ永久の　　　われらの母校

大口中央中学校校歌
 『十五の旅路』

１

２

３

第１回伊佐市議会で隈元市長が施政方針を発表

し
て
、
地
方
に
対
し
人
口
増
、
経
済
浮
揚
及

び
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
を

出
し
、
そ
の
取
組
み
を
強
く
促
し
て
い
ま
す
。

企
業
の
本
社
機
能
の
一
部
移
転
や
税
制
度
、

子
育
て
や
介
護
・
医
療
な
ど
、
そ
の
多
く
は

国
が
制
度
的
な
改
革
を
し
な
け
れ
ば
、財
源
・

人
材
に
限
り
の
あ
る
地
方
で
の
独
自
の
施
策

が
偏
在
化
し
効
果
が
限
定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
本
市
は
『
伊
佐
市

の
強
み
』
を
活
か
す
べ
き
で
す
。
待
機
児
童

ゼ
ロ
の
保
育
行
政
、
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も

へ
の
支
援
の
充
実
や
理
解
の
高
さ
も
本
市
の

大
き
な
特
徴
で
す
。
ま
た
、
高
齢
化
率
も
高

い
こ
と
か
ら
、
健
康
で
あ
り
続
け
る
施
策
を

進
め
、
い
き
い
き
と
し
た
安
心
安
全
な
暮
ら

し
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
大
切
で
す
。

　

伊
佐
市
は
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
中
で
も

子
育
て
や
高
齢
者
支
援
な
ど
前
述
し
た
分
野

へ
は
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
、
成
果
を

出
し
て
き
て
い
ま
す
。
国
は
、
新
規
の
事
業

に
交
付
金
を
出
す
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
ま

す
が
、
地
方
の
実
情
を
正
確
に
は
理
解
し
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
部
分
も
あ
り

ま
す
。

　

昨
年
の
臨
時
議
会
で
決
定
し
た
大
口
高
等

学
校
へ
の
支
援
や
、
大
口
明
光
学
園
の
寮
や

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
す
る
生
徒
へ
の
支
援

も
、
国
の
地
方
創
生
対
象
施
策
と
し
て
認
め

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
伊
佐
市

の
高
校
生
が
少
な
く
な
る
こ
と
は
、
市
の
活

性
化
は
お
ろ
か
存
続
の
危
機
と
し
て
捉
え
ね

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
校
生
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、

市
民
と
の
連
携
（
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
の

中
で
魅
力
あ
る
高
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

支
援
す
る
と
と
も
に
、
市
外
か
ら
も
高
校
生

を
伊
佐
に
呼
び
込
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
高
校
生
は
大
人
と
し
て
認
め
る
べ
き
」

と
い
う
の
が
私
の
持
論
で
す
。
こ
れ
は
、
私

が
中
学
校
を
卒
業
し
た
50
年
前
か
ら
思
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
当
時
、
私
の
母
校
の
中
学

校
か
ら
は
多
く
の
友
が
集
団
就
職
と
し
て
名

古
屋
や
大
阪
へ
行
き
、
親
に
仕
送
り
を
し
て

い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
税
金
も
納
め
た
で
し

ょ
う
。
彼
ら
は
少
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
国

に
も
親
に
も
貢
献
し
て
い
ま
し
た
。
現
代
の

高
校
生
も
身
体
的
・
精
神
的
に
は
50
年
前
の

私
た
ち
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

15
歳
以
上
65
歳
未
満
は
、「
生
産
年
齢
人

口
」
と
経
済
学
用
語
で
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
校
生
も
一
緒
に
な
っ
て
知
恵
を
出
し
合
い
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
喜
ば
れ
る
施
策
や
活
動
を

作
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
毎
年
何
ら
か
の
意
味
で
『
節
目
』

と
な
る
も
の
を
見
つ
け
な
が
ら
努
力
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
年
の
節
目
は
、
一
つ
に
戦

後
70
年
、
も
う
一
つ
に
阪
神
淡
路
大
震
災
か

ら
20
年
、
個
人
的
に
は
中
学
校
を
卒
業
し
て

50
年
で
す
。
昭
和
と
は
ど
ん
な
時
代
だ
っ
た

の
か
と
い
う
論
評
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
未
公
開

の
資
料
や
事
実
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
今
年
１
年
間
の
研
究
テ
ー
マ
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
に
つ
い
て
は
、
以
前
か

ら
色
々
な
人
の
生
き
方
や
考
え
方
に
触
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
と
て
も
印
象
に
残
っ

て
い
る
も
の
が
、
経
営
し
て
い
た
写
真
館
も

ろ
と
も
全
て
を
焼
失
し
、
車
の
ト
ラ
ン
ク
に

残
っ
た
ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
一
つ
を
頼
り
に
、
震

災
５
年
後
の
２
０
０
０
年
９
月
、
還
暦
で
プ

ロ
テ
ス
ト
に
合
格
し
た
古
市
忠
夫
さ
ん
（
合

格
同
期
に
小
田
孔
明
選
手
・
宮
里
聖
志
選

手
・
星
野
英
正
選
手
な
ど
）
の
こ
と
で
す
。

彼
が
信
じ
て
い
る
銘
は
、「
奇
跡
を
起
こ
す

方
程
式
は
掛
け
算
・
・
才
能
×
努
力
×
感
謝

力
」
で
あ
り
、
彼
が
講
演
会
の
中
で
紹
介
し

た
障
が
い
者
の
松
山
市
職
員
の
次
の
よ
う
な

文
章
で
す
。

　
「
―
壁
―　

誰
に
だ
っ
て
大
き
な
壁
に
当

た
っ
て
く
じ
け
そ
う
に
な
る
と
き
が
あ
る
だ

ろ
う
。
で
も
そ
れ
は
壁
の
よ
う
に
見
え
る
け

れ
ど
も
、
も
し
か
し
た
ら
扉
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
何
度
押
し
て
も
開
か
な
い
。
あ
る
時
、

扉
に
鍵
が
か
か
っ
て
る
の
じ
ゃ
な
い
か
?!
と

気
づ
く
。
そ
の
鍵
は
『
あ
り
が
と
う
』
と
い

う
感
謝
の
鍵
だ
。
そ
し
て
ガ
チ
ャ
ッ
と
開
き

ま
し
た
。」。
私
は
中
学
校
卒
業
か
ら
50
年
で

す
が
、
こ
の
春
に
新
た
な
歴
史
を
ス
タ
ー
ト

す
る
大
口
中
央
中
学
校
の
校
歌
を
紹
介
し
て

平
成
27
年
度
施
政
方
針
の

ま
と
め
と
し
ま
す
。




